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【諸言〕甲状腺乳頭癌は甲状腺悪性腫瘍の大部分を占め,濾胞型乳頭癌はその主要亜型の一つ
である。乳頭癌の診断には穿刺吸引細胞診が有効とされるが,濾胞型乳頭癌においては乳頭癌
としての形態的特徴が不十分なために診断が困難となる症例が存在する。甲状腺細胞診におけ
る乳頭癌の診断精度を向上させる方法としては,乳頭癌マーカーを用いた免疫細胞化学染色の
併用が簡便であるが,濾胞型乳頭癌におけるその有用性は明らかにされていない。今回申請者
は,各種甲状腺病変の漆印細胞診標本におけるHBM卜1およびCD15の発現を解析し,濾胞型乳頭
癌の細胞診においてこれらの免疫細胞化学染色が有用であるかを検討した。
【症例および方法】福井大学医学部附属病院において手術を施行された通常型乳頭癌19症例,
濾胞型乳頭癌13症例,濾胞腺腫7症例,腺腫様甲状腺腫11症例の術中迅速組織診検体より採取
した捺印細胞診標本に対して,HBME lおよびCD15の免疫細胞化学染色を施行し,その発現を解
析した。また,同一症例の手術組織診標本に対してもHBME lおよびCD15の免疫組織化学染色を
施行し,比較検討を行つた。
【結果】HBME lは捺印細胞診標本において,通常型乳頭癌と濾胞型乳頭癌のいずれにも有意差
なく高率に陽性を示 したが,一部の良性病変にも陽性を示した。組織診標本においても概ね同
様の結果であつた。CD15は捺印細胞診標本において,通常型乳頭癌では高率に陽性を示したが,
濾胞型乳頭癌では有意に陽性率が低下した。良性病変は全例が陰性であつた。組織診標本にお
いても概ね同様の結果であつた。
【考察】HBME lの免疫細胞化学染色は,通常型乳頭癌および濾胞型乳頭鹿のいずれに対しても
高感度であるが,一部の良性病変も陽性となり特異度が十分ではないため,実際の甲状腺細胞
診においては濾胞型乳頭癌のスクリー ニング用途に適すると考えられた。 CD15の免疫細胞化
学染色は,通常型乳頭癌に対しては高感度であるが,濾胞型乳頭癌に対しては感度が不十分で
ある。しかしながら,特異度に関しては極めて優れており,陽性像が確認できた場合には高い
診断的価値があると考えられた。
【結論】HBME lの免疫細胞化学染色を細胞診標本に適用することにより,濾胞型乳頭癌のスク
リー ニングと偽陰性症例の削減が可能になると考えられた。CD15の免疫細胞化学染色は濾胞型
乳頭癌のスクリーニングには適さないが,HBME lによるスクリーニング後の症例に用いること
により,濾胞型乳頭癌を含む悪性診断の確定を補助できると考えられた。
本研究は濾胞型乳頭癌の細胞診における免疫細胞化学染色の有用性を明らかにしたものであ
り,本学学位論文として十分価値のあるものと認める.
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合格年月 日 :
英 語
平成 26年9月 19日
イ 福井大学医学系研究科博士論文審査実施細則第 12条第2項の規定により免除する。
2学位論文の関連分野についての試問の結果の要旨
上記の者に対 し, により,学位論文を中心とした関連分野について試問
筆 答
を行つた結果 と判定した。
3専攻学術全般の試 』?
ア 上記の者に対し, により,専攻学術全般についての試間を行った結果
筆 答
槌 と判定した。
イ 福井大学医学系研究科博士論文審査実施細則第 12条第2項の規定により免除する。
4総合認定の要旨
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認める。
検討の結果,博士課程を修了した者と同等以上の学力を有すると
認めない。
